
病院の沿革 
 

 

  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

昭和23年 2月  旧韮崎町、穂坂村、藤井村、清哲村、神山村、旭村、大草村、竜岡村の１町７ 

 ｹ村で国民健康保険直営峡北組合病院として設立。病床数26床（一般21・伝染5） 
 診療科目：内科・外科・産婦人科 職員数２０人 
 組合長 韮崎町長小野弥一郎 院長 武藤五郎 

昭和24年 7月  新院長に菅沼三郎就任 

昭和26年 4月  組合長に韮崎町長浅川彦六就任 

昭和26年12月  伝染病棟を新築１７床 総病床数５０床（一般33・伝染17）職員数２２人 

昭和29年 9月  結核病棟を新築３２床 総病床数８２床となる。 

昭和29年10月  町村合併（１町10ヶ村）により韮崎市となり、合併条件協議書9－1に基づき 

 韮崎市国民健康保険直営韮崎市立病院と改称する。 
 総病床数８２床（一般33・結核32・伝染17）職員数３８人となる。 

昭和29年11月  開設者に浅川彦六市長就任 

昭和30年 6月  名古屋大学医学部より医師を招へいし医局の陣容を整える。院長 上原良雄 

昭和32年 6月  耳鼻咽喉科を開設する。 

昭和33年 3月  病棟を改築、一般３０床、結核１８床を増床する。 
 総病床数１３０床（一般63・結核50・伝染17）職員数４７人となる。 
 診療科目 内科・外科・産婦人科・耳鼻咽喉科 

昭和34年 7月  新院長に山田栄士郎就任 

昭和35年 9月  韮崎市国民健康保険韮崎市立病院と改称する。 

昭和37年11月  開設者に横内要市長就任 

昭和36年 9月  管理病棟改築を鉄筋２階建に改築、一般３２床を増床する。 
 総病床数１６２床（一般95・結核50・伝染17）職員数５２人となる。 

昭和39年 1月  基準給食、基準看護、基準寝具の適用を受ける。 

昭和40年 8月  日本大学医学部から医師を招へいし、医局の陣容を整える。 

 院長に浅沼弘一就任 

昭和40年10月  小児科を開設 職員数７３人となる。 

昭和41年 7月  医師住宅を建設（コンクリートブロック２階建 525.93㎡）８戸分 

昭和43年 3月  看護婦宿舎を建設（鉄筋コンクリートラーメン構造２階建２３人収容） 
 院内暖房施設、患者用風呂場並びに特別室を新設する。 
 職員数８４人となる。 

昭和44年 4月  病院北隣接地に 3,168.20㎡の用地を取得する。 

昭和45年 7月  院内改造並びに補修工事を施行する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

昭和46年 1月  伝染病床を３床増床、総病床数１６５床（一般95・結核50・伝染20）となる 

昭和46年10月  診療管理棟を建設（鉄筋コンクリート３階建 1,995.34㎡） 
 一般４０床増床、病床数２０５床（一般135・結核50・伝染20） 

昭和46年11月  診療管理棟の使用許可を受ける。 

昭和48年 3月  厨房改修工事を施行する。 

昭和49年 8月  職員住宅を建設（鉄筋コンクリート３階建 110.18㎡）６戸分 

昭和52年 3月  眼科用医療機器を整備する。 

昭和53年11月  開設者に内藤登市長就任 

昭和55年 6月  基準看護を引上げ（一般）１類→特１類・（結核）２類→１類とする。 

昭和56年 7月  基準看護を引上げ、特１類→特２類とする。 

昭和56年12月  病棟を改築（鉄筋コンクリート６階建6,400 ㎡）185床（一般135 ・結核50） 

昭和57年 5月  医師住宅を建設（鉄筋コンクリート２階建 267,28㎡） ４戸分 

昭和57年12月  基準寝具設備（病衣貸与）の承認を受ける。 

昭和58年 9月  一般２０床増床、総病床数２２５床（一般155・結核50・伝染20）とする。 

昭和61年 4月  一般３１床増床、総病床数２５６床（一般186・結核50・伝染20）とする。 

昭和62年 8月  職員駐車場用地として、宅地1,580.72㎡を取得する。 

平成 2年 3月  医事コンピューターを導入する。 

平成 4年 3月  全身用ＣＴを導入する。 

平成 5年 3月  ＭＲＩ（磁気共鳴断層診断装置）を導入する。 

平成 5年 4月  現山梨大学より医師を招へいし、医局の陣容を整える。 
 整形外科を開設する。 
 院長に松川哲之助就任 

平成 5年 6月  小児科を開設する。 

平成 5年10月  眼科を開設する。アルゴンダイレーダーを導入する。 

平成 6年11月  診療管理棟を増築（鉄骨造 269.7㎡） 

平成 6年11月  開設者に秋山幸一市長就任 

平成 7年 3月  一般２２床増床、結核３８床減床し、 
 総病床数 ２４０床（一般２０８・結核１２・伝染２０）とする。 

平成 7年 7月  療養型病床群病棟（２２床）がスタートする。 

平成 8年 5月  基準看護→新看護となり、特２類→２．５：１（Ｂ）１３：１となる。 

平成 8年 6月  県よりＨＩＶ拠点病院に選定される。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成 8年 7月  泌尿器科を新設する。 

平成 8年 7月  小児科医師の２人体制に拡充する。 

平成 8年11月  県より地域災害拠点病院に指定される。 

平成 9年10月  山梨医科大学と医療情報コンピューターネットワークを構築する。 

平成10年 2月  創立50周年を迎える。 

平成10年10月  多目的Ｘ線デジタル画像診断装置を導入する。 

平成10年11月  開設者に小野修一市長就任 

平成11年 3月 
医薬分業に伴う外来患者の院外処方箋の発行開始。 
（３～７月年齢区分し段階的に実施） 

平成11年10月 
 伝染病棟20床を廃止、結核12床を療養型病床群に転換（計34床） 
 総病床数 220床となる。（8月31日付許可） 

平成11年11月  医事コンピューターを更新。 

平成12年 4月 
 療養型病床群34床のうち16床を介護療養型医療施設とする 
 総病床数 220床（3月13日付許可・4月1日より使用開始） 

平成12年 5月  正看護婦比率70％以上届出 入院一般病棟Ⅰ郡入院基本料２完全適用となる。 

平成12年 9月  最新型ヘリカルＸ線ＣＴ装置を導入する。 

平成12年11月  一般病棟看護補助15:1→10:1 療養病棟入院基本料１ 看護5:1 補助4:1となる。 

平成13年 3月  骨塩定量装置を導入し、骨ドックを開始する。 

平成13年 7月  腹腔鏡下手術システムを導入する。 

 平成14年 3月 医師宿舎、看護宿舎を解体し、外来者駐車場の拡張をおこなう 

平成14年 9月 
昇降式Ｘ線透視撮影装置を導入する。 

超音波白内障手術装置を導入する。 

平成15年 2月 泌尿器科の超音波画像診断装置を更新する。 

平成15年 3月 療養病床34床のうち、介護療養病床を16床から24床とする。 

平成15年 3月 新サービス棟を改築（ＲＣ３階・1,205.18㎡） 

平成15年 4月 
病床区分の届出により、一般病床を20床減床し、総病床数200床とする。 

（一般166床・療養34床） 

平成15年 5月 ＳＡＲＳ初期診療医療機関となる。 

平成15年 6月 ふれあいの箱（投書箱）を設置する。 

平成15年 9月 
人工呼吸器を更新する。 

自動視野計（眼科）を更新する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成15年10月 検査室の生化学自動分析装置を更新する。 

平成16年 2月 除細動器を更新する。 

平成16年 2月 調剤支援・監査システムを更新する。 

平成16年 3月 診療棟竣工（ＲＣ２階・939.54㎡） 

平成16年 5月 ビデオ内視鏡システム、眼科用マルチカラーレーザー光凝固装置を導入する 

平成16年10月 ＭＲＩ棟起工（ＲＣ１階・98.70㎡） 

平成16年10月 市立病院駐車場舗装整備工事完了 

平成16年11月 眼科用ヤグレーザー装置の導入する。 

平成17年 3月 ＭＲＩ棟竣工 

平成17年 3月 ＭＲＩ機器・マンモグラフィー装置・エコー装置を導入する 

平成17年 3月 脳神経外科の標榜を条例化する 

平成17年 4月 脳神経外科の常設 

平成17年 5月 CR REGIUSシステム（レントゲンデジタル画像装置）購入する。 

平成18年 1月 院長に小森貞嘉就任 

平成18年 3月 上部消化管内視鏡・監視モニター・ホルター心電計ｼｽﾃﾑ・関節鏡の導入する。 

平成18年 3月 病棟３～５階トイレ改修工事等の竣工 

平成18年 4月 事務局長に中村徹就任 

平成18年 4月 松川哲之助前院長に名誉院長の称号を付与する。 

平成18年11月 大腸ビデオスコープ購入する。 

平成18年11月 開設者に横内公明市長就任 

平成19年 1月 循環器対応超音波診断装置購入する。 

平成19年 3月 病棟２階他トイレ改修工事の竣工 

平成19年 7月 散薬調剤機更新（ＭＲＮ－1000Ｃ 購入）する。 

平成19年 7月 旧手術室を医師当直室に改修（２室）する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成19年10月 
臨床検査室  

多項目自動血球分析装置・全自動グリコヘモグロビン測定装置更新する。 

平成19年10月 ３モーター電動ベッド（２０台）購入する。 

平成19年12月 
療養介護型病床34床のうち、医療保険適用病床を10床から14床に、介護保険適

用病床を24床から20床とする。 

平成19年12月 病棟回診用Ｘ線装置（ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｺｰﾄﾞﾚｽ移動型一式）購入する。 

平成20年 1月 
看護体制10：1届出に伴い、2階病棟と3階病棟を1病棟と見なすため2階を18床休

床とし、2階13床・3階47床の60床とする。ただし承認病床は166床のまま。 

平成20年 2月 超音波画像診断装置（眼科用）購入する。 

平成20年 3月 1階薬局を2階元事務室へ移転する。（薬事事務効率化のため） 

平成20年 5月 全自動錠剤分包機購入（老朽更新）する。 

平成20年 6月 2階事務室を１階元薬局へ移転する。（事務効率化のため） 

平成20年 6月 安全キャビネット・クリーンベンチ購入する。（薬局用） 

平成20年 6月 健康診断システム導入する。 

平成20年 6月 
既存臨床検査システム改造及び自動採血管準備システム導入する。 

（健康診断システムとの連携に係る改造等） 

平成20年 7月 多機能心電計一式購入する。 

平成20年 8月 高周波手術装置一式（内視鏡用）購入する。 

平成20年 9月 ３モーター電動ベッド（２０）台購入する。 

平成20年12月 
オーダリングシステム導入する。（院内LAN、検査機器、薬局機器改造等一式） 

平成21年2月本稼動 

平成21年 1月 酸化エチレンガスカートリッジ式滅菌装置購入する。 

平成21年 2月 十二指腸ビデオスコープ（内科）購入する。 

平成21年 2月 散瞳・無散瞳一体型眼底カメラ（眼科）購入する。 

平成21年 2月 人工呼吸器及び附属機器一式（新型インフルエンザ補助金）購入する。 

平成21年 3月 陽圧式人工呼吸器一式購入する。 

平成21年 3月 内視鏡ファイリングシステム導入する。 

平成21年 3月 遠隔画像転送システム導入する。 

平成21年 3月 レセプト電算システム導入する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成21年 3月 韮崎市立病院経営健全化計画を策定・公表 

平成21年 4月 ＣＯＲＥシステム電動式骨手術装置一式（整形外科用）購入する。 

平成21年 5月 カルテ管理システムキララエレーブ（カルテラック追加）購入する。 

平成21年 5月 細菌検査システム導入する。 

平成21年 8月 脳波計一式購入する。 

平成21年10月 オートレフケラトメーター（眼科視力計）購入する。 

平成21年10月 血管アクセス用超音波診断装置一式購入する。 

平成21年10月 病棟２階閉鎖に伴い、３階･４階一部改修する。 

平成21年10月 自動火災報知・非常用放送設備機器取替する。 

平成21年11月 
一般病床166床から141床へ削減届出（山梨県 改修許可申請及び使用許可） 

関東信越厚生局は（12月1日付け） 

平成21年11月 ３モーター電動ベッド（２０）台購入する。 

平成21年12月 
オーダリングシステムを拡張する。（検査・レントゲン等指示オーダー追加、画

像配信システム導入）平成22年2月本稼動 

平成22年 1月 解析付心電計・ベッドサイドモニタ一式購入（第一救急室） 

平成22年 1月 Ｔ－ＭＡＸビーチ・チェアー（整形外科・肩手術用椅子） 

平成22年 3月 韮崎市立病院経営健全化計画点検・評価内容公表 

平成22年 4月 
副院長に 鈴木 修医師（外科）・三澤明彦医師（内科）・千野良子（看護部長

兼務）就任 

平成22年 5月 
療養介護型病床34床のうち、医療保険適用病床を14床から18床に、介護保険適

用病床を20床から16床とする。 

平成22年 7月 上部消化管ビデオスコープ一式購入する。 

平成22年 7月 バッテリーパワーシステム システム６（整形外科用ドリル）購入する。 

平成22年 7月 生体情報モニター（病棟3階・4階用）一式購入する。 

平成22年 7月 ３モーター電動ベッド（２０）台購入する。 

平成22年 8月 外科用Ｘ線テレビシステム一式購入する。 

平成22年11月 病棟3階・4階西側病室等改修工事完成する。 

平成22年11月 病棟3階・4階医療ガス増設工事完成する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成22年12月 看護必要度計算評価システム導入する。 

平成22年12月 ｽｰﾊﾟｰﾗｲｻﾞｰＰＸ（近赤外線治療器・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科）購入する。 

平成23年 3月 診療棟カルテ庫増設工事完成する。 

平成23年 3月 カルテ用ラック（５連複式稼動棚）３台購入する。 

平成23年 3月 医療相談室を病棟２階へ移転する。 

平成23年  4月 麻酔科を開設する。（麻酔科医師1名採用） 

平成23年  4月 院内保育所を開設する。（夜間保育のみ・運営は民間事業者に委託） 

平成23年  5月 病棟１階リハビリ室・内視鏡室改修工事完成する。 

平成23年  9月 病児・病後児保育施設設置する。（開設・運営は韮崎市） 

平成23年  9月 人工呼吸器（ベネットベンチレーター８４０）購入する。 

平成23年 10月 ３モーター電動ベッド（２０）台購入する。 

平成23年 10月 マルチスライスＣＴ６４Ｃｈ購入する。（更新） 

平成23年 11月 眼科用ＣＴ一式購入する。 

平成23年 11月 ビデオ内視鏡システム一式購入する。 

平成23年 11月 超音波凝固切開装置一式購入する。 

平成23年 11月 病棟5階・6階医療ガス増設工事完成する。 

平成23年 12月 診療棟3階、病棟5階・6階西側病室等改修工事完成する。 

平成23年 12月 非常用放送設備増設工事完成する。 

平成24年  3月 財務会計システム一式購入する。 

平成24年  3月 ３モーター電動ベッド（５）台購入する。 

平成24年  3月 診療棟エレベーター改修工事完成する。 

平成24年  3月 衛星電話設備改修工事完成する。 

平成24年  4月 人工呼吸器（ベネットベンチレーター８４０・レスピロニクスＶ６０）購入 

平成24年  6月 超音波診断装置（アプリオ４００）購入する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成24年  6月 ３モーター電動ベッド（２０）台購入する。 

平成24年  6月 全身麻酔器（ｴｽﾊﾟｲｱ VIEW）一式購入する。 

平成24年  7月 腹腔鏡手術システム（VISERA ELITE）一式購入する。 

平成24年  7月 部科長制を導入する（整形外科及び脳神経外科） 

平成24年 12月 病棟エレベーター改修工事完成する。 

平成24年 12月 外壁等改修工事完成する。 

平成24年 12月 超音波診断装置（LOGIQ e Expert）一式購入する。 

平成25年  3月 大腸ビデオスコープ（EVIS LUCERA）一式購入する。 

平成25年  4月 人工呼吸器（ベネットベンチレーター８４０）一式購入する。 

平成25年  4月 汎用手術台（整形外科対応）一式購入する。 

平成25年  5月 ３モーター電動ベッド（２０）台購入する。 

平成25年  6月 全身麻酔器（エスパイア View Pro）一式購入する。 

平成25年  8月 一般Ｘ線撮影装置一式購入（更新）する。 

平成25年  8月 臥位撮影台一式購入（更新）する。 

平成25年  8月 駐車場舗装補修工事完成する。 

平成25年 10月 高圧蒸気滅菌装置１台購入（更新）する。 

平成26年  1月 人工呼吸器（ベネットベンチレーター８４０）一式購入する。 

平成26年  2月 ３モーター電動ベッド（１９）台購入する。 

平成26年  2月 災害用緊急車両（ＤＭＡＴ併用車両）購入する。 

平成26年  3月 人工呼吸器（TrilogyO2）一式購入する。 

平成26年  3月 災害用医療テント・備蓄セット一式購入する。 

平成26年  4月 院長に東田耕輔就任 

平成26年  4月 事務局長に相川勝則就任 

平成26年  4月 小森貞嘉前院長に名誉院長の称号を付与する。 



  変遷の時期           変 遷 の 内 容                                       

平成26年  5月 ノンコンタクトトノメータ一式購入する。（更新） 

平成26年  6月 超音波凝固切開装置一式購入する。 

平成26年  8月 セントラルモニタ（病棟6階用）一式購入する。 

平成26年  10月 事務局長に中嶋尚夫就任 

平成26年  10月 検体検査システム一式購入する。（更新） 

平成26年 11月 診断書作成システム（MEDI-Papyrus）一式購入する。 

平成26年 11月 開設者に内藤久夫市長就任 

平成27年  3月 医用画像診断システムサーバ一式購入する。（更新） 

平成27年  3月 内視鏡手術画像記録装置一式購入する。 

平成27年  4月 事務局長に内藤明彦就任 

平成27年  4月 超音波白内障手術装置一式購入する。（更新） 

平成27年  5月 医用画像診断システムサーバ一式購入する。（更新） 

平成27年  7月 血液ガス分析装置一式購入する。（更新） 

平成28年  3月 自動分析装置一式購入する。（更新） 

平成28年 9月 多目的デジタルＸ線テレビシステム一式購入する。（更新） 

平成28年 9月 骨密度測定機能付Ｘ線テレビシステム一式購入する。（更新） 

平成28年  10月 電子カルテを導入する。オーダリングシステムを更新する。 

平成29年  3月 消化器内視鏡システム一式購入する。（更新） 

平成29年  4月 事務局長に秋山正樹就任 

平成29年 6月 血圧脈波検査装置（VS-2000）一式購入する。（更新） 

平成29年 9月 薬用保冷庫ショーケース2台（MPR-1014-PJ、MPR-514-PJ）購入する。（更新） 

平成29年 9月 
一般病床を141床から4床削減し、一般病床（3階、4階）98床、地域包括ケア病

床（5階）39床として再編する。 

平成29年10月 大腸ビデオスコープ（PCF-H290ZI）一式購入する。（更新） 

平成30年2月 給食温冷配膳車1台（CD1340MG）購入する。（更新） 



平成30年3月 プッシュプル型換気装置（ﾗﾐﾅｰﾃｰﾌﾞﾙHD-01）一式購入する。（更新） 

平成30年5月 超音波診断装置（ARIETTA60）一式購入する。（更新） 

平成30年5月 ロビーチェア12脚購入する。（更新） 

平成30年7月 救急搬送看護体制加算（ロ）届出 

平成30年10月 医用画像管理システムサーバー（PACSシステム）一式購入する。 

平成30年11月 ハーモニック超音波凝固切開装置（GEN11）一式購入する。（更新） 

平成30年2月 公益財団法人日本医療機能評価機構認定（一般病院１） 

平成31年2月 
全自動グリコヘモグロビン・グルコース分析装置（ADAMS Glucose）一式購入す

る。（更新） 

平成31年2月 ホルタ心電図解析ソフト（SCM-850S）一式購入する。 

平成31年2月 解析機能付きセントラルモニタ（DS-8700システム）一式購入する。（更新） 

平成31年2月 食器洗浄機（DWA2-5FHCG）一式購入する。（更新） 

平成31年4月 事務局長に仲澤俊彦就任 

令和元年6月 解析機能付きセントラルモニタ（DSC-8730）一式購入する。（更新） 

令和元年6月 腹腔鏡手術用スコープ（WA50042A）一式購入する。（更新） 

令和元年9月 多項目自動血球分析装置(XN1000)一式購入する。（更新） 

令和元年9月 与薬カート7台購入する。（更新） 

令和元年9月 
コニカＣＲコンソール画像診断ワークステーション（CS-7）一式購入する。（更

新） 

令和元年9月 薬袋印字機（Ri-6）一式購入する。（更新） 

令和元年11月 イトー超音波治療器一式購入する。 

令和元年12月 MRI装置（1.5T）一式購入する。（更新） 

令和2年1月 冷温配膳車一式購入する。（更新） 

令和2年1月 自動ジェット式超音波洗浄装置（WUSⅡ-4100DXW）一式購入する。（更新） 

令和2年1月 真空洗浄乾燥装置（MU-3500）一式購入する。（更新） 

令和2年2月 ジェナスバイポーラコアグレーター電気手術器（M70）一式購入する。 



令和2年2月 電気手術器（FRFX8CAS）一式購入する。 

令和2年2月 超音波計測・診断システム（UD-8000AB）一式購入する。 

令和2年3月 診察室増床のため旧カルテ庫の診察室改修工事を行う。 

令和2年4月 皮膚科を開設する。 

令和2年6月 超音波内視鏡装置一式購入する。 

令和2年7月 冷温水機（2号機）チューブ入替工事を行う。 

令和2年7月 SIGNIAステープリングシステム一式購入する。 

令和2年8月 人工呼吸器一式購入する。 

令和2年8月 術野記録システム一式購入する。 

令和2年8月 テフィブリレータ（除細動器）一式購入する。 

令和2年10月 訪問指導用の公用車（ダイハツムーブ）一式購入する。 

令和2年10月 泌尿器科検診台一式購入する。 

令和2年10月 腎盂膀胱観察システム一式購入する。 

令和2年10月 散瞳無散瞳眼底カメラ一式購入する。 

令和2年10月 ハンフリーフィールドアナライザー一式購入する。 

令和2年12月 コンベックス電子スキャンプローブ一式購入する。 

令和2年12月 麻酔記録システム一式購入する。 

令和2年12月 電動油圧手術台一式購入する。 

令和2年12月 温冷配膳車一式購入する。 

令和2年12月 傾斜卓上型安全キャビネット一式購入する。 

令和2年12月 高圧蒸気滅菌装置一式購入する。 

令和2年12月 
電話回線のデジタル化に対応するため電話交換機機器・ナースコール機器一式

を更新する。 

令和2年12月 臨床研修病院入院診療加算（協力型）届出 

令和3年1月 スリットランプマイクロスコープ一式購入する。 



令和3年1月 計画的なメンテナンスのため冷温水機（2号機）チューブ交換工事を行う。 

令和3年1月 スライディングテーブル一式購入する。 

令和3年1月 解析機能付きセントラルモニタ一式購入する。 

令和3年3月 
眼科常勤医の配置に向け眼科診療室を２新体制改修するため工事を行う。 

仲澤事務局長、小澤宏美看護局長、大澤智彦臨床検査科技師長退職。 

令和3年4月 

副院長に神平雅司（整形外科）、事務局長に宮澤祐仁、看護局長に中山美加、医

療安全管理管理者に小澤宏美就任。古畑優貴子医師（眼科）、早川宏医長（内科

）着任 

令和3年5月 空調機器の不具合により手術室３の空調機器入替改修工事を行う。 

令和3年6月 
栄養サポートチーム加算、認知症ケア加算２、せん妄ハイリスク患者ケア加算

届出。 

令和3年7月 医用画像管理システム一式を購入する。 

令和3年9月 溝呂木園子医長退職、藤岡かおる医長（小児科）着任 

令和3年10月 重本有実医師（眼科）着任し、眼科常勤２人体制となる。 

令和3年10月 データ提出評価加算届出 

令和3年11月 脳波計（脳波簡易ファイリングシステム）一式購入する。 

令和3年11月 微生物同定感受性分析装置一式購入する。 

令和3年12月 回診用X線撮影装置一式購入する。 

令和3年12月 マンモグラフィ撮影装置一式購入する。 

令和4年1月 

診療棟１階カルテ庫を外来外科診察室に、１階総務担当事務室を会計窓口に、

診療棟２階小児科隣倉庫を総務担当事務室に改修し、診察におけるプライバシ

ーの確保及び会計窓口の迅速化を図る。 

令和4年2月 高周波焼灼電源装置一式購入する。 

令和4年3月 

髙橋英医長（内科）着任 

東田耕輔院長、三澤明彦副院長、神平雅司副院長、早川宏医長、平井優医長、

齊藤衣子医長退職。中山美加看護局長、掛川正春臨床検査科技師長、上野喜三

放射線科技師長退職。 

令和4年4月 

山梨大学医学部より井上泰輔（内科）を招聘し院長に就任。副院長に池田フミ

（内科）就任。須貝英光（外科）医長、大城浩子（小児科）医長、後藤豪医師

（整形外科）着任。生山菊江看護局長、平井典明臨床検査科技師長、進藤放射

線科技師長就任。 

令和4年4月 
「肩・肘・手の外科センター」を整形外科内に開設。神平雅司センター長、松

木寛之副センター長就任 

令和4年4月 

感染症対策向上加算２、連携強化加算（感染症対策向上加算２）、サーベイラン

ス強化加算（感染症対策向上加算２）、内視鏡的小腸ポリープ切除術、二次性骨

折予防管理料（イ）（ロ）（ハ）届出 



令和4年5月 純水製造装置オートスチル一式購入する。（更新） 

令和4年5月 
診療棟入口に風除室を設置し、待合時の動線を確保するため風除室設置工事を

行う。 

令和4年6月 システム８コードレスドライバー一式購入する。 

令和4年6月 外来腫瘍化学療法診療料、入退院支援加算１届出 

令和4年7月 
外来患者の利便性向上のため病院内に無線アクセスポイントを整備し、インタ

ーネットを提供できる環境を構築した。 

令和4年9月 超音波画像診断装置一式を購入する。 

令和4年10月 自動採血管準備装置一式を購入する。 

令和4年11月 ベッドサイドモニタ一式、解析付心電計一式を購入する。 

令和4年12月 超音波診断装置一式を購入する。 

令和5年1月 重本有実医師退職、葛西友香医師着任。 

令和5年2月 診療棟２階会議室を訪問看護ステーションに改修するため改修工事を行う。 

令和5年2月 
冷温水機（3号機）のユニットチューブの交換工事を行う。内視鏡X１システム

一式、診察券発行機一式の購入を行う。 

令和5年3月 訪問看護ステーション開設許可（関東厚生局、山梨県知事） 

令和5年3月 
赤澤祥弘医長（外科）、後藤豪医師（整形外科）、宮澤祐仁事務局長、平井典明

臨床検査科技師長退職。 

令和5年4月 

標榜科目にリウマチ科を追加する。リウマチ科常勤医として小山賢介医長着任

する。常勤医として柴修吾医長（外科）、天野滉大医師（整形外科）、辰巳明久

医長（内科）を招聘し、内科常勤医を５名体制とする。齊藤司事務局長就任。 

令和5年4月 後発医薬品使用体制加算３、医療情報・システム基盤整備充実体制加算３届出 

  

  

 


